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調査日程：8/24～9/8　（事前調査 8/18,19）
調査地：居平・上ノ原・下ノ原（本村）、キリンテ、近隣集落

調査内容：舞台実測（舞殿³）、建造物の立地、土地利用状況、
出作り小屋実測（キリンテ）、聞き取り（7 人）
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舞殿断面図⁴

図 5　舞殿平面図

図 6　舞殿断面図
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檜枝岐村

面積：390.50 ㎢

　　　（約98％を林野がしめる）

標高：939m（役場所在地）

気候：平均気温 8℃、豪雪地帯

人口：643 人（平成 18 年現在）

主要産業：観光業

　　　　（尾瀬、温泉、歌舞伎）

災害：洪水、雪崩、火災

図 2　檜枝岐村の位置

図 3　檜枝岐村の村域

図 1　檜枝岐村の奉納歌舞伎の様子

図４
檜枝岐村の
地域構成について

舞台概要
明治 30 年代の再建。茅葺きの兜造りである。他の農村舞台建築と違って
二重を固定している関係で、回り舞台はない。花道は本来仮設の機構であ
るが、最近は観光客の訪れる春から秋は常設している。

表 1　集落における舞台の比較

舞台
（±0）花道

花道

舞台（±0）

二重（＋310）

太夫座
（＋300）

楽屋
（＋610）

二重
（＋310）

楽屋
（＋610）

平面客席（ー 1090）
化粧部屋
（ー 1470）

［0、序論］

［1、本論］
　第１章　檜枝岐の舞台・集落
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福島県南会津郡檜枝岐村における農村舞台の特質

　　　　　　　ー南会津地方の農村舞台群との比較を通してー

・第２節　研究の目的

過去の農村舞台に関する研究では、演者と観客の関係を述べている

ものは多い。また、建築史では竹内芳太郎¹氏が舞台建築の機構や、

併設していることの多い神社との配置の研究を行なっている。

以上の研究は全国的な分布と立地からの視点での研究である。その

舞台が集落の中でどのような位置にあり、その場所は他と比べてど

んな特徴を持っているのか、といった集落の中での農村舞台の関係

性を研究しているものはなかった。集落というある一定のまとまり

をもった共同体の中で、農村舞台はどんな特性を持った空間になり

得るのかを探ることが目的である。

・第３節　研究の方法

農村舞台を持った集落をひとつ選び、文献資料と現地でのフィール

ドワークによって明らかにする。今回は福島県南会津郡檜枝岐村を

調査する。この集落の選定理由として以下の 3つがあげられる。

□農村舞台建築が残っている。

□農村舞台建築で伝統芸能が行われている。

□伝統芸能が今でも村の人々で運営されている。

舞殿平面図

・第 1節　はじめに

農村舞台で行なわれる農村歌舞伎は、現在、伝統芸能と言われている。

しかしそのはじまりをたどれば、江戸の歌舞伎が元であり当時歌舞

伎は農村集落に突然やってきたものであった。そのような歌舞伎が

村に定着し「農村舞台建築」として建造されるにいたったのはなぜ

なのか。

現在も農村舞台が建っており、演目が受け継がれている檜枝岐村の

現在を例に調査をし「芸能を演じる場」の特質を探る。

第２章　南会津郡の農村舞台の比較分析

［調査概要］

農村舞台　檜枝岐村　集落

千葉之家花駒座　舞台建築　農村歌舞伎

・第５節　檜枝岐村概要

　　　　　KUBOTA Yuto 早稲田大学創造理工学部　学部 4年 Undergraduate student of Creative Science and Engineering,Waseda Univ.

・第 4節　既往研究

■角田一郎²編『農村舞台の総合的研究ー歌舞伎・人形芝居を中心

　にー』（桜楓社、1971）

芸能史の観点から農村舞台を研究している

■竹内芳太郎『野の舞台』（ドメス出版、1981）

建築史の分野から、舞台機構での分類をしている。

The characteristics of stage in rural settlement  - A case study of Hinoemata village-

第３章　考察

檜枝岐村の農村舞台に加え、「大桃の舞台」「湯の花の舞台」

「滝沢の舞台」「青柳の舞台」の近隣の集落における農村舞

台の立地と、各々の伝統芸能の運営状況の比較をおこなっ

た。調査結果をまとめたものが表 1である。

結論
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りお世話になりました中川先生、中谷先生、中谷研究室の皆様に厚く御礼申し

上げます。
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［檜枝岐の舞台の実測］

［注釈］1.竹内芳太郎　タケウチヨシタロウ（1897-1987）　建築史家。農村舞台に関する著作は『野の舞台』
（ドメス出版、1981）がある。1970～1973 年に行なわれた重要民俗文化財指定調査では建築面の評価を
担当している。２.角田一郎　ツノダイチロウ（1907-）芸能史の研究者。『農村舞台の総合的研究ー歌舞
伎・人形芝居を中心にー』（桜楓社、1971）の著者。3.舞殿　メエデン　檜枝岐村での農村舞台建築の呼
び方。4.断面図の屋根の内部構造は竹内芳太郎『野の舞台』（1981、ドメス出版）p.143の断面図を参照した。
［図版出典］1.檜枝岐村の奉納歌舞伎の様子　筆者撮影 (2013.8.18) 2,3 筆者作成。4. 檜枝岐村の地域構
成について　googlemap に筆者加筆。5.舞殿平面図。6.舞殿断面図。
表 1.筆者作成　活動期間と備考部分は渡部康人『会津歌舞伎史』（歴史春秋社、2012）による。

農村舞台建築は通常、集落に面する山林の中や集落の出入り口のよう

な端部に配置されることが多い。しかし、檜枝岐村の舞台においては、

居平の集落の中心地内に立地している。これが檜枝岐村の集落におけ

る農村舞台立地の特徴であるといえることが分かった。

舞台建築は観光化に合わせて柔軟に対応している。しかし、

伝統芸能の運営としては変化をしないことに重点をおいて

活動をしていることが分かった。また、近隣集落の農村舞

台との配置関係の比較を通して、檜枝岐村は、農村舞台が

集落に内包されて存在しているのが特徴であることが分か

る。その他の村においては集落境界の端に存在している。

この違いが、檜枝岐村の農村舞台建築と伝統芸能の奉納歌

舞伎の存続を特徴付けているものであると言える。


